啓林館　物理Ⅱ（物Ⅱ00５）観点一覧

◆内容の難易度
・物理Ⅱで必要な項目は網羅されており，学習の多様化に十分対応できるものとなっている。

・力学分野では運動の表し方と運動の法則が物理Ⅰの学習内容を踏まえて記述されており，電気分野も，物理Ⅰで学んだ定性的な内容が定量的・体系的な理解へと発展させられるものとなっている。

・高度な内容も，説明が平易でわかりやすく，詳細な導出過程が小文字で解説されているので，生徒の自学自習にも適している。

・巻末資料には，発展的教材として「微積分を使った物理」や「正弦波と波のエネルギー」が扱われており，理系進学者に必要とされる実力養成にも向いている。

・問や例題，章末問題が充実し，応用力も十分養えるように工夫されている。
◆内容の取扱い
・本文は正確かつ丁寧であり，論理の道筋がきちんと追われて飛躍がない。

・フルカラーの図も十分吟味されて正確なものであり，生徒に安心して与えることができる。

・「ニュートリノ天文学」や「ブラックホール」など最新の話題や参考が豊富に配置され，生徒が興味をもって学べるように配慮されている。また，波動と粒子の二重性を示す写真など，希少なカラー写真がふんだんに用いられていて，資料的な価値も高い。
・基本的な概念の形成が無理なくできるよう，本文中の必要な箇所に「実験」や「やってみよう」が設けられ，体験的に学習できるようになっている。
・重要な関係式の導出過程が小活字でレイアウトを変えて記述されているため，本文の流れが見通しやすくなっている。重要な公式には網が施され，生徒に無駄な記憶をさせない配慮も見られる。
◆単元の構成・配列及び分量
・学習指導要領の項目と順序に従って，次の５つの部で構成されている。

第1部 力と運動（62頁）

第2部 電気と磁気（104頁）

第3部 物質と原子（56頁）

第4部 原子と原子核（56頁）

第5部 課題研究（27頁）

・第１部では，一般的な運動の表し方を踏まえて，運動の法則がまとめられ，放物運動ももれなく説明がなされている。

・第２部では，電流回路に関する記述も網羅されており，物理Ⅰでの学習を十分補えるものとなっている。
・第３部第１章では，ボイル・シャルルの法則をはじめとして，気体分子の運動および熱力学の法則が十分詳しくかつ丁寧に扱われており，高校物理で必要な内容は完全に網羅されている。

・第３部第２章および第４部では，現代物理の最先端の事例が適切に採り上げられ，物理の有用性や面白さ将来性が実感できるように工夫されている。

・第５部は，適切な具体例に基づき，生徒の探究心やものづくりの意欲を喚起するものとなっている。
◆その他（図表，写真及び資料等）
・白色度が高い上質紙にフルカラーで印刷されているので，写真が有効に活用できる。また，変位，速度，加速度，力の矢印や，電流，電圧のグラフの線が，生徒がイメージしやすい色で統一されており，理解の助けとなるよう配慮されている。
・新しいJIS規格に基づく電気記号を採用し，中学校理科との関連が配慮されている。

・物理量の取り扱いではSI単位で一貫し，例題の解における計算途中の式においても，整合性のとれた記述に努力している。
